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　はじめに石川康子事務局長が、いよいよ憲法「改正」が選挙公約に盛り込まれる状況のなかで、身近な地域にあるさまざまな問題をあらためて憲法に照らしながら考えてみようと、今回のロングラン例会を企画したと趣旨説明を行ない、市内の５つの運動分野からの報告をいただきました。











第１は、調布飛行場問題についての飛行場を考える市民の会・鵜沢希伊子さん。


　調布飛行場は１９３８年に陸軍によって建設が開始され、41年に開設、戦闘機が常駐していました。戦後は米占領軍に接収されましたが、71年に返還が決まります。空港は作らせず跡地は森林公園にする方針が決定されましたが、その後も飛行場の暫定使用が続き、80年には調布中学校校庭に小型機が墜落する事故が発生。にもかかわらず都は89年に突然コミューター空港として永久使用を提案してきました。ここで「市民の会」が発足し、空港化反対運動が続きますが、島しょの人々の要望も考慮し27条件の受け入れを条件に、96年、やむなく空港化を承認することになりました。


　その後、管制官が撤退する、自家用機の発着や遊覧飛行が増えるなど状況の悪化が進むなかで、２０１５年７月の小型機墜落事故が起きてしまいました。ところが、事故原因の調査報告が出されるまで２年もかかり、その間、被災者にはなんの補償もされない状態が続きました。市民の会は、自家用機を飛ばさない、被災者への補償を一日も早く、運行管理体制の強化などを求めており、この点では市議会各派も一致しています。この最低限の要求実現のため、事故の起きた26日11時に毎月集会を開き続けています。











　第２は、多摩川住宅建て替え問題について沖田光子さん。


　１９６９年に完成した３８００余の戸数をもつ多摩川住宅は、分譲集合住宅の財産権の取扱いを定めた区分所有法にもとづき、今後、イ・ロ・ハ・ニ・ホ・トの各号棟ごとで独自に、所有権者の５分の４以上の賛成があれば建て替え議決ができるようになる見込みです。


　しかし建て替えについては、住民の高齢化もからみ住民の意見はさまざまです。５階までの階段の昇降が大変だから、床など室内外が傷んできているから、などの理由で新しく建て替えて住みたいという意見もあります。一方、年金暮らしで高齢のため金銭的にも体力的にも無理、最期を慣れ親しんだ多摩川住宅で暮らしたい、建て替え決議が通ったら30年以上も住んできた住まいを強制的に出ていかなければならないのか、など建て替え反対の意見や建て替えへの不安を語る人もいます。


　そうしたなかで一番大きな問題は、情報が十分に知らされていない、多数の人が参加する場で説明はされても住民からの質疑応答や住民の間の率直な話し合いが十分にできないことです。そこで住民の集会でのグループ討議を提案したところ１回は行われ、そこでは率直な意見や不安なども語られ、多様な意見を聞くことができましたが、その後継続的に行われるようにはなっていません。


　沖田さんは、５分の４の賛成で建て替えができる区分所有法は憲法22条の居住権、29条の財産権保障規定に違反するのではないかとの疑問も出しながら、原発事故で避難区域にされたご自身の故郷・山木屋地区の人々の姿と重ね合わせて考え、その教訓からも、何とか住民が分断されるのではなく、誰の願いも同じように尊重される解決を求めていきたいと語られました。











　第３は、外環道建設問題についての菊地春代さんの報告。


　菊地さんはこの問題の経過や、現在おこっている問題についてのくわしい資料を用意して、そのなかで①地権者の自由な地下使用が制限されるのにその補償がない、②類例工事で事故が頻発している、③地下トンネルのために陥没や沈下のリスクにさらされる、④国交省自身がつくった安全な工事条件の適用を拒否している、⑤リスクが長期に発生することが予想されるのに補償期間が工事終了後１年に限定されている、などの問題を指摘されました。


　また、それ以前に調布市周辺での工事の現状とその影響がどうなるかについて、地図を使ってわかりやすく説明。渋滞緩和のためというが、実際はその効果はわずかで、一方様々な環境汚染が進むこと、１ｍ１億円計２兆円という莫大な費用がかかるが、もっと優先すべき課題がある、などを指摘しました。


　　（二面につづく）
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　調布「憲法ひろば」第１２８回例会は９月23日、あくろすホールでロングランで開催。「暮らしを憲法で考える」とい主題に沿って、市内の５つの運動分野から報告を受けて、豊かに繰り広げられました。参加は50人。司会は石川康子世話人（写真右）、膨大な内容の記録には石山久男世話人が挑戦されました。 （編集部）
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